
第１回 新仲見世商店街アーケード未来検討ワークショップ 

 

■議事録 

＜日時＞ 2019 年 2 月 5 日 19:00-21:00 

＜会場＞ El Pasito (テレビのイマイ２階) 

＜参加者＞ 

グループ１ 商店街３名、沼津市１名（商工振興課） 

グループ２ 商店街４名、沼津市２名（商工振興課、まちづくり政策課） 

グループ３ 商店街２名、沼津市３名（商工振興課１名、まちづくり政策課２名） 

 

■ワークショップ１ 

＜テーマ＞ アーケードを撤去した後、 

商店街をどんな空間にしたい？ 商店街でどんな活動をしたい？ 

＜出た意見＞ 

 グループ１ 

（やってみたいこと） 

・月を見る会 

・星を見る会 

  ・屋台で飲食 

・ドローンを飛ばしたい 

・商店街プロレス 

・子供が安心して寄り道できる 

・音楽イベント 

（昭和レトロ） 

・昔の映画ポスターを掲示板に貼る 

・ホーロー看板を商店街に設置する 

・昭和レトロな植物（鉢物）を置く 

・大阪万博のような万国旗を吊るす 

・昭和慈愛の歌謡曲を流す（有線放送） 

・新仲見世の宣伝映像を撮影し、イマイさんの前で流す 

・不定期に「懐かしの遊びの日」を設定し、お年寄りと子供の交流の場とする 

・ステージを設けてお年寄りや子供のカラオケ大会を実施する 

・「コスプレの日」を不定期に設定し、コスプレイヤーの聖地とする 

 （昭和レトロに拘らない） 

 



（空間について） 

・「この木なんの木」みたいな木を植える 

・移動可能な座れるボックスを道の真ん中に設置する 

・規制なく何でもできる夢の空間 

・太陽が差し込む空間 

・自然を感じる空間 

・歩行者道路を広場的に使いたい（店舗エリアも一体で広く使う） 

（全体のこと、大きい未来） 

・商業活動空間として大規模施設と違ったものが欲しい 

 （ららぽーとと対立しない） 

・５坪くらいの小規模な店舗を並べてみたい 

・立ち食い 

・沼津城のお堀の水が暗渠に流れているので、地表に復活させたい 

 

 グループ２ 

 ・定期的に夜市 

 ・道路上に露店 

・道路上に看板 

・タイル６枚分までは道路にはみ出して OK 

・雨よけのための庇が必要、デザインを統一する 

・灯りが必要（夜の安全性） 

・電線地中化 

・明るすぎても酔っ払いなどが集まってくる恐れあり 

・道路中央にベンチ、緑地帯 

・ベンチで各店舗の食べ物が食べられる 

・自転車進入禁止 

 

 グループ３ 

（子供） 

・子供が走れるところ 

・子供たちの日常の遊び場 

（みんなが使えるオープンなスペース） 

・みんなの発表の場、商店街ギャラリー 

・知り合いの人がたくさんいる 

・誰もが自分を表現するのに使える場 

・外部の団体によるイベントなど、誰もが利用可能な空間 



・外部の人とのコラボレーション 

・商店街は商店街の人だけのものではない 

・商店街シネマ、週末営業 

・商店の集合体からの脱却 

・食べ歩き飲み歩きしたい 

・真ん中に移動式のショップ 

（自然・まちのシンボル） 

・写真スポットがある。 

・井草さんなどの地元の方達の地蔵 

・シンボルツリーの植樹 

・自然がある、緑、花、公園 

・新仲見世ベジ（菜園）＆フラワー（花園）をつくる 

・動物に触りたい 

（くつろげる） 

・青空の下でくつろぐベンチ 

・椅子やテーブルを自由に出せる 

・ハンモックがある 

・ベンチに座っているだけでサマになる空間 

（統一感） 

・統一感のある街並み、コンセプト 

・統一感のあるデザイン（マークや看板、マップなど） 

・沿道のお店に大きい軒を出す 

・みんながデザインしたかっこいい椅子 

・格子状のアーケード 

（雰囲気） 

・夜は焚き火が使える、ぬくもり、ヒュッゲ 

・恋が始まる予感 

・照明は電球色 

  



■ワークショップ２ 

＜テーマ＞ 商店街での活動は、 

自分たちが楽しむことができる？ どうしたら続けることができる？ 

＜出た意見＞ 

 グループ１ 

・パンマルシェ等で使っているスペースを有料にする 

・新仲見世オリジナルバッジを販売する 

→半分は売主に、半分は商店街の活動資金にする 

・スタンプラリーでお店を巡る 

  

グループ２ 

・路上に看板を出させることで広告収入を得る 

・露天スペースを賭して商店街を貸し出す 

・アーケードの廃棄物を文鎮などのグッズに転用する 

 

 グループ３ 

・表現の場として場所を貸し出す 

・イベントをやる人に、イベントをやりたい場所賭して認識してもらうことが重要

→椅子やテーブルが自由に使える、物を吊れる、電源がある など 

・たくさんイベントを実施しているのに、外部の人はイベントスペースとして認識

していない 

 

■今後の予定 

 次回ワークショップ 2 月 19 日（火）19:00～ 

  



■各グループ発表資料 

＜グループ１＞ 

 
＜グループ２＞ 

 
 



＜グループ３＞ 

 


